
■市政の動き……………………………  8 ～ 11 Ｐ
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来場者が購入したほっき貝をサービスでむいてあげ
る漁師たち。感謝と喜びでその手にも力がこもる。

ほっきまつり復興祈念祭
３月 28 日　三沢漁港

Pick Up………2 ～ 7 Ｐ

ほっきまつり復興祈念祭

日仏を結ぶ柔の道
仏ヴァローニュ柔道クラブとの交流

寺山修司記念館 15 年目の春
開館 15 周年記念企画展 vol.1
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1

1  ほっき貝を購入した来場者と会話を楽しみながら貝を
　  むく漁師たち
2  見事なほっき貝を購入するため列をつくる来場者
3  大漁旗が掲げられた会場で多くの来場者を前に復興を

　  誓う漁協・坂岡正彦さん
4  力強い演奏を披露する三川目小学校の海鳴り太鼓
5  オープニングセレモニーでテープカットを行う種市市

　  長（右から３人目）、門上漁協代表理事組合長（右か
　  ら４人目）ら関係者
6  7  市漁協から無料で提供されたほっき貝焼きは長蛇

　  の列を作り、改めてその美味しさを伝えた
8  会場で漁業関係者がまとうはんてんに描かれた力強い

　  「大漁」の文字
9  三沢商業高校生も参加した「ほっきムキムキ大会」

10 多くの来場者でにぎわった会場の魚市場
11 見る人々の心を力づけた大輪の花火
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昨
年
の
「
ほ
っ
き
ま
つ
り
」
開

催
直
前
の
3
月
11
日
、
突
如
起

こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に

飲
み
込
ま
れ
た
三
沢
漁
港
は
、
多

く
の
人
々
の
力
に
よ
っ
て
復
旧
が

進
み
、
１
年
を
経
て
よ
う
や
く
以

前
の
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
い
ま
だ
癒
え
な
い
傷
跡

も
あ
り
、
復
興
す
る
た
め
に
歯
を

食
い
縛
り
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る

人
々
が
い
る
。

　

そ
ん
な
中
で
３
月
28
日
、
市
漁

業
協
同
組
合
が
こ
れ
ま
で
力
を
尽

く
し
て
く
れ
た
人
々
へ
の
感
謝
の

想
い
と
さ
ら
な
る
復
興
へ
の
気
運

を
高
め
る
べ
く
「
ほ
っ
き
ま
つ
り

復
興
祈
念
祭
」
を
開
催
し
た
。
会

場
と
な
っ
た
三
沢
漁
港
魚
市
場

は
、三
沢
の
海
の
幸
「
ほ
っ
き
貝
」

を
は
じ
め
、
な
が
い
も
や
ご
ぼ
う

な
ど
特
産
品
を
使
っ
た
各
種
料
理

や
催
し
を
満
喫
す
る
約
８
千
人
の

来
場
者
で
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

15
時
か
ら
始
ま
っ
た
第
1
部

で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
の
後
、「
ほ
っ
き
貝
の
即
売

会
」
や
「
ほ
っ
き
貝
焼
き
の
無
料

提
供
」、「
ほ
っ
き
ム
キ
ム
キ
大

会
」、タ
レ
ン
ト
「
イ
サ
バ
の
カ
ッ

チ
ャ
の
公
演
」
な
ど
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
漁
協
・
農
協
・
産
直
友
の

会
に
よ
る
地
元
特
産
品
を
使
っ
た

温
か
い
料
理
が
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
た
。
中
で
も
ほ
っ
き
貝
の
即
売

会
に
は
整
理
券
を
求
め
て
長
蛇
の

列
が
で
き
、
４
千
キ
ロ
も
の
貝
が

ほ
っ
き
ま
つ
り

　
　
復
興
祈
念
祭

完
売
。
ま
た
、
ほ
っ
き
貝
を
入
手

で
き
た
人
に
は
漁
師
が
貝
を
む
く

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
さ
れ
た
。
ほ
っ

き
貝
に
慣
れ
て
い
な
い
女
性
に
む

き
方
を
教
え
な
が
ら
、
喜
ぶ
来
場

者
に
笑
顔
を
見
せ
る
屈
強
な
漁
師

た
ち
。
ほ
っ
き
貝
焼
き
の
無
料
提

供
で
は
、
漁
師
な
ら
で
は
の
仕
込

み
が
施
さ
れ
た
ほ
っ
き
貝
が
炭
火

の
上
で
踊
り
、
頬
張
る
来
場
者
の

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

　

第
2
部
は
18
時
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
震
災
被
災
者
へ
の
黙
と
う
の

後
に
、
漁
業
協
同
組
合
の
門
上
代

表
理
事
組
合
長
と
種
市
市
長
が

数
々
の
支
援
へ
の
感
謝
と
更
な
る

決
意
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
す
る

と
、
来
賓
か
ら
は
苦
難
を
乗
り
越

え
て
き
た
関
係
者
へ
の
賞
賛
と
激

励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、

昨
年
、「
ほ
っ
き
ま
つ
り
」
出
演

の
た
め
に
準
備
し
て
い
た
太
鼓
が

津
波
で
流
さ
れ
な
が
ら
も
甦
っ
た

三
川
目
小
学
校
の「
海
鳴
り
太
鼓
」

が
力
強
く
演
奏
す
る
姿
は
、
同
小

学
校
５
年
生
の
宮
古
海
仁
く
ん
と

漁
協
・
坂
岡
正
彦
さ
ん
に
よ
る
復

興
へ
の
想
い
を
込
め
た
誓
い
の
言

葉
と
と
も
に
来
場
者
の
胸
を
熱
く

さ
せ
た
。

　

最
後
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本

煙
火
協
会
青
年
部
の
提
供
を
受
け

て
、
復
興
を
祈
念
し
た
花
火
大
会

を
開
催
。
甦
っ
た
桟
橋
と
穏
や
か

な
波
に
揺
れ
る
船
の
上
、
広
い
夜

空
へ
次
々
と
新
作
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
光
る
大
輪
の
花
が
見
つ

め
る
人
々
の
心
を
力
づ
け
た
。
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1  企画展示と造形作家 simizzy[ シミージー ]
２  森の中にたたずむ寺山修司記念館
3  ロボットのムシムシコロコロ（作品）を作

　  る大久保さん親子
4  積み木ブロックをいかに高く積み上げられ

　  るか。想像力を刺激し合う親子
5  壁も床も自由に描けるキャンパス
6  材料はぬくもりある木や木の実
7  作る人の想像力次第の工作実験室「ウッド

　  ランチ・ピクニックバスケット」
8  9  ５月のイベントでは 18 種類の作品を

　  屋外で体験できるムシムシ・コロコロシ
　  リーズ
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寺
山
修
司
は
青
森
県
で
生
ま

れ
、
18
歳
で
歌
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
。

１
９
６
７
年
に
結
成
し
た
演
劇
実

験
室
「
天
井
棧
敷
（
て
ん
じ
ょ
う

さ
じ
き
）」
は
多
数
の
公
演
を
行

い
、海
外
で
も
高
い
評
価
を
得
た
。

詩
人
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
小
説
家
、

作
詞
家
、
映
画
監
督
、
劇
作
家
な

ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
た
寺
山

修
司
は
１
９
８
３
年
に
47
歳
で
急

逝
し
た
後
、
今
も
多
く
の
人
々
に

影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。

　

そ
の
寺
山
修
司
が
多
感
な
少
年

時
代
を
過
ご
し
た
場
所
が
三
沢
で

あ
り
、
人
間
「
寺
山
修
司
」
を
形

成
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
三
沢
で

寺
山
修
司
が
残
し
た
作
品
と
共
に

彼
が
感
じ
た
も
の
を
伝
え
る
寺
山

修
司
記
念
館
に
は
、
全
国
か
ら
熱

心
な
フ
ァ
ン
を
中
心
に
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。

　

4
月
か
ら
新
た
に
佐
々
木
館
長

を
迎
え
た
同
館
の
15
周
年
記
念

企
画
展
第
１
弾
は
「sim

izzy[

シ

ミ
ー
ジ
ー]

木
工
造
形
展
」。
学

生
時
代
に
寺
山
修
司
の
多
彩
な
表

現
活
動
に
刺
激
を
受
け
た
造
形
作

家
・
シ
ミ
ー
ジ
ー
こ
と
清
水
一
忠

氏
が
「
自
由
」
と
「
想
像
力
」
に

満
た
さ
れ
た
ア
ー
ト
と
遊
び
の
空

間
を
生
み
出
し
た
。

　

こ
の
場
所
で
は
、
子
ど
も
が
先

生
に
な
っ
て
お
母
さ
ん
に
教
え

た
っ
て
構
わ
な
い
。
工
作
や
絵
、

積
み
木
な
ど
で
自
由
に
遊
び
な
が

ら
大
人
も
子
ど
も
も
対
等
に
な
れ

る
場
所
。
中
で
も
、清
水
氏
の「
疑

問
」
か
ら
生
ま
れ
た
体
験
型
作
品

の
ム
シ
ム
シ
コ
ロ
コ
ロ
・
シ
リ
ー

ズ
は
、
思
わ
ず
触
れ
た
く
な
り
笑

顔
に
な
る
不
思
議
な
展
示
だ
。

　

誰
も
が
何
か
を
感
じ
取
っ
て
い

け
る
場
所
。
寺
山
修
司
記
念
館
は

本
年
７
月
で
開
館
15
周
年
を
迎
え

る
。

INTERVIEW

　寺山さんの作品は難解と思われがちですが、実は初期の短

歌や俳句などの作品はすごく解りやすく親しみやすい。そし

て寺山さんの文学は、やはり青春文学であったと考えていま

す。三沢は寺山さんが人間として成長する一番大事な時期を

過ごした土地で、活動の原点。その土地から、詩人としての『わ

かりやすく、みずみずしい寺山修司』をさらに発信していき

たいと考えています。

　また、記念館の役割は地域に根差したものであるべきだと

思っています。今回の特別展のように寺山修司の作品と直接

関わりはなくても、若い人や子どもたちが共感できる場を「地

域に密着した記念館」として積極的に提供していきたい。私

たちが私たちのできる範囲で提供するものが、ゆくゆくは市

の文化や観光の発展につながっていけたらいいと思います。

地域に密着した、共感できる場を提供

佐
さ さ き

々木  英
えいめい

明さん

平内町在住。
高校生の時に寺山修司と出会い
親交を深める。詩人としても活
躍中で４月から館長に就任。

寺山修司記念館  館長

simizzy[ シミージー ]

木工造形展

　寺山修司の多彩な表現活動に刺激を受けた木工造形
作家 simizzy [ シミージー ] が寺山修司記念館に出現さ
せたのは、彼が創作した「ムシムシコロコロ・シリーズ」
を体験できる秘密のアトリエ「特殊工作実験室」。大人
も子どもも一緒になって楽しめる、自由と想像力、アー
トと遊びが詰まった空間。
期　間　開催中～７月 22 日（日）
入場料　一般 500 円（常設展 300 円＋企画展 200 円）
　　　　高大生 100 円、小中学生 50 円
　　　　（土曜日は小中学生無料）

寺山修司遊びの劇場「ムシムシコロコロ・パーク」
日 　 時　５月３日（木・祝）～５日（土・祝）11:00 ～ 15:00
場 所　エキジビットホール、屋外多目的スペース
参 加 料　無料

「修司忌」寺山修司命日
献花、寺山修司へのオマージュ「われに五月を」
日 　 時　５月４日（金・祝）13:30 ～
場 　 所　寺山修司顕彰文学碑
参 加 料　無料
★問い合わせ先　寺山修司記念館（☎ 59-3434）

EVENT　
寺山修司記念館フェスティバル 2012 春

INTERVIEW

　きっかけは、飼っていたリスが遊ぶ器具を見て「自分も体

験してみたい」と感じたこと。「こうしたらどうなるんだろ

う？」。次々と生まれる疑問を具体化していったのが、ムシム

シコロコロ・シリーズです。

　私がこだわっているのは想像力のエネルギーの具現化。こ

の場所は子ども向けでも大人のためでも、寺山修司への想い

を持ってきた人だけのものでもありません。想像力の中では

みんな対等なんです。この展示はその人が持っている想いを

「よし！表現してやるか」みたいな自由なスペースなんです。

想像力があれば何でもできる。そして形になることで後から

来た人にきっかけを与えて、循環していく。

　寺山修司さんの作品との出会いは学生時代でしたが、既成

概念を壊すような凄まじい想像力を感じました。今の時代は

モノが豊富でそんなことを考えなくてもいいのかもしれない

けれど、だからこそ私は想像力というものを深く考えたい。

「想像力」があれば何でもできる

清
し み ず

水  一
かずただ

忠さん

神奈川県在住。
木を素材とした作品を中心に家
具、舞台美術オブジェ、体験型
オブジェ「ムシムシコロコロ・
シリーズ」の制作などを手掛け、
各方面で活躍中。

造形作家

寺山修司記念館開館 15 周年記念企画展 vol.1

ムシムシコロコロ・シリーズ

寺山修司記念館 　　15 年目の春
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Pick Up　寺山修司記念館　15 年目の春



1  厚い友情で結ばれているからこそ交わされる試合
　  後の握手
2  持てる限りの技と力を尽くす選手たち
3  大三沢柔道協会道場で同協会の指導者から技を伝

　  授されるヴァローニュ柔道クラブ
4  言葉が通じなくとも柔道を通して伝わる心
5  激しい乱取り稽古の中で、日本柔道の技、フラン

　  ス柔道の力を互いに知る
6  伝統的な日本文化の書道で書いた「道」の文字に

　  二重丸
7  国境を越え真の友情で結ばれた２つの柔道クラブ

1

3

4

5

6

27

力
を
高
め
合
っ
た
。練
習
後
に
は
、

同
道
場
で
催
さ
れ
た
歓
迎
パ
ー

テ
ィ
ー
で
協
会
関
係
者
や
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
す
る
家
族
ら
と
親
睦
を
深

め
る
選
手
た
ち
。
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
交
え
な
が
ら
、
互
い
の
文
化
を

紹
介
し
合
う
場
面
が
見
ら
れ
た
。

柔
道
以
外
の
日
本
も
知
る
た
め
、

文
化
の
交
流
に
も
力
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
14
日
に
は
国
際
交
流
教

育
セ
ン
タ
ー
で
ヴ
ァ
ロ
ー
ニ
ュ
柔

道
ク
ラ
ブ
の
選
手
ら
が
茶
道
や
書

道
と
い
っ
た
日
本
文
化
を
体
験
し

た
。

　

最
終
日
は
、
市
武
道
館
で
日
仏

親
善
柔
道
交
流
大
会
を
開
催
。
日

仏
各
19
人
の
選
手
が
、
持
て
る
技

と
力
の
限
り
を
尽
く
し
競
っ
た
。

全
て
の
選
手
が
試
合
後
に
交
わ
し

た
の
は
固
い
握
手
と
笑
顔
。
国
境

を
越
え
て
２
つ
の
柔
道
ク
ラ
ブ
の

間
に
生
ま
れ
た
友
情
は
、
さ
ら
に

厚
さ
を
増
し
て
、共
に
進
む
「
柔
」

の
道
の
先
に
向
か
っ
て
こ
れ
か
ら

も
続
い
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　
「
柔
道
が
大
好
き
な
私
た
ち
に

と
っ
て
、
柔
道
発
祥
の
地
で
あ
る

日
本
を
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

ま
る
で
巡
礼
す
る
か
の
如
く
嬉
し

い
こ
と
な
の
で
す
」。
遥
か
遠
く

の
異
国
か
ら
訪
れ
た
青
い
瞳
の
柔

道
家
、フ
ラ
ン
ス
・
ヴ
ァ
ロ
ー
ニ
ュ

柔
道
ク
ラ
ブ
の
会
長
で
あ
る
パ
ト

リ
ッ
ク
・
ベ
ロ
氏
は
、
喜
び
に
満

ち
溢
れ
た
表
情
で
語
っ
た
。

　

２
０
０
４
年
か
ら
大
三
沢
柔
道

協
会
と
互
い
に
使
節
団
を
派
遣
し

合
い
な
が
ら
交
流
を
続
け
る
ヴ
ァ

ロ
ー
ニ
ュ
柔
道
ク
ラ
ブ
の
選
手
ら

27
人
は
、
４
月
10
日
、
４
年
ぶ
り

に
来
日
。
15
日
ま
で
の
６
日
間
、

三
沢
を
中
心
に
柔
道
や
日
本
文
化

な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
た
。

　

柔
道
の
合
同
練
習
の
た
め
に
訪

れ
た
大
三
沢
柔
道
協
会
道
場
で

は
、
同
協
会
の
指
導
者
が
手
足
の

長
さ
を
生
か
し
た
寝
技
や
投
げ
技

を
伝
授
。
ま
た
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
の
同
協
会
選
手
と
試
合
同
様

の
乱
取
り
稽
古
で
、
互
い
の
技
と

日
仏
を
結
ぶ
　
　  

の
道

大
三
沢
柔
道
協
会
と
フ
ラ
ン
ス
・
ヴ
ァ
ロ
ー
ニ
ュ
柔
道
ク
ラ
ブ
の
交
流

柔

INTERVIEW

ベロ  パトリックさん

　柔道は人生の学校です。この交流を通して日本で体験・

発見したことは若い選手にとって生涯の財産。２つの柔

道クラブの間にある真の友情によって、この交流がいつ

までも続くことを期待します。また、今回招いてくださっ

た大三沢柔道協会と関係者の皆さまに感謝します。

ヴァローニュ柔道クラブ　会長 Patrick   Bellot

ヴァンデルプログ  ジュスティーヌさん

　初めて日本に来ましたが、素晴らしいです。ここに来

られて本当によかったです。フランスと日本の違いをい

くつも感じました。例えば柔道でも、私たちは「力」の

柔道ですが日本人の柔道は「技」の柔道だと思いました。

互いに励まし合って試合ができてよかったです。

ヴァローニュ柔道クラブ Justine   Vanderploeg 

トルメール  シモンさん

　今回初めて日本に来て、いろいろな発見がありました。

まったく自分たちとは違う文化にさまざまな発見をする

ことが出来ました。（日仏親善柔道交流三沢大会の）雰

囲気はとてもいい試合でしたが、自分は負けてしまった

ので残念です。本当は勝ちたかったです。

ヴァローニュ柔道クラブ Simon   Tollemer   

平
ひ ら な い

内  美
み な み

奈実さん

（日仏親善柔道交流三沢大会で）対戦したヴァローニュ

柔道クラブの相手は強かったけど、精一杯試合ができて

よかったです。いつも練習や試合をしている日本人の相

手と違って、力がすごく強かったです。

三沢市立第一中学校 Minami   Hiranai

フランス共和国

ヴァローニュ市
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「春の一人暮らし高齢者会食会」参加者を募集します
生活安全課（内線 313）

　老人福祉活動として三沢市赤十字奉仕団が開催する「春の一人暮らし高齢者会食会」の参加者を募集します。
　心のこもった美味しい料理と各種催しを一緒に楽しみましょう。
日 時　６月１日（金）11:00 ～ 14:00
場 所　市民の森老人福祉センター
　 　 　　※参加者は市のバスで送迎します。
参 加 料　無料
定 員　30 人
参 加 条 件　三沢市在住の 75 歳以上で一人暮らしの方
申 込 締 切　５月 24 日（木）
申し込み・問い合わせ先　生活安全課（内線 313）

春の狂犬病予防集合注射のお知らせ
環境衛生課（内線 279）

対　象　屋内・屋外を問わず、生後 91 日以上のすべての犬
料　金　登録済みの犬（予防注射のみ）１頭あたり 3,000 円
　　　　未登録の犬（登録と予防注射）１頭あたり 6,000 円

月日 実　施　場　所 時　　間

５
月
16
日
㈬

根井地区コミュニティ集会施設前   9：00 ～   9：10
高野沢地区コミュニティ集会施設前   9：20 ～   9：30
谷地頭農民研修所前   9：40 ～   9：50
越下地区コミュニティ集会施設前 10：00 ～ 10：10
八幡バス停前 10：20 ～ 10：30
塩釜農民研修所前 10：40 ～ 10：50
塩釜消防屯所前 11：00 ～ 11：10
織笠地域集会所前 11：20 ～ 11：30
新森中央公園前 11：40 ～ 11：50
六川目北分署前 13：15 ～ 13：25
六川目社会福祉センター前 13：35 ～ 13：45
細谷地域集会所前 13：55 ～ 14：05
淋代消防屯所前 14：15 ～ 14：25
淋代地区コミュニティ集会施設前 14：35 ～ 14：45
青森生コンクリート向い（五川目） 14：55 ～ 15：05

５
月
17
日
㈭

大津西公園前（南側）   9：00 ～    9：15
大津社会福祉センター前   9：25 ～    9：35
鹿中地域集会所前   9：45 ～   9：55
三川目消防屯所前 10：05 ～ 10：20
前平中央公園前 10：30 ～ 10：40
さつきヶ丘公園前（北側） 10：50 ～ 11：00
深谷地区コミュニティ集会施設前 11：10 ～ 11：20
日の出地区コミュニティ集会施設前 11：30 ～ 11：40
泉町地区コミュニティ集会施設前 13：15 ～ 13：25
駅東公園前（南町） 13：35 ～ 13：45
南町地区コミュニティ集会施設前 13：55 ～ 14：10
松園町２丁目地区コミュニティ集会施設前 14：20 ～ 14：30
松園公園駐車場 14：40 ～ 14：50
東町地区コミュニティ集会施設前 15：00 ～ 15：10
美野原地区コミュニティ集会施設前 15：20 ～ 15：30

月日 実　施　場　所 時　　間

５
月
18
日
㈮

滝ノ沢公園プール横   9：00 ～    9：20
上久保地区コミュニティ集会施設前   9：30 ～   9：40
青葉温泉看板前（駒沢側）   9：50 ～ 10：00
駒沢地区コミュニティ集会施設前 10：10 ～ 10：20
水源地入口（花園町） 10：30 ～ 10：40
中央地区コミュニティ集会施設前 10：50 ～ 11：00
大町社会福祉センター前 11：10 ～ 11：20
ミス・ビードルドーム駐車場 11：30 ～ 11：40
消防署古間木出張所前 13：15 ～ 13：30
古間木高齢者能力活用センター前 13：40 ～ 13：55
古間木小学校前 14：05 ～ 14：20
西古間木町内会館前 14：30 ～ 14：40
ＪＲ社宅前（春日台） 14：50 ～ 15：00

５
月
19
日
㈯

ヨシダダンススタジオ横（南山）   9：00 ～   9：10
松ヶ丘・自由ヶ丘地区コミュニティ集会施設前   9：20 ～   9：30
美野原公園前（東側）   9：45 ～ 10：00
緑町公園前（北側） 10：10 ～ 10：20
岡三沢公園前（南側） 10：30 ～ 10：40
桂温泉入口 10：50 ～ 11：05
本岡三沢社会福祉センター（岡三沢町内会館）前 11：15 ～ 11：25
岡三沢消防屯所前 11：35 ～ 11：50
浜三沢消防屯所前 13：15 ～ 13：25
北園堀口地区コミュニティ集会施設前 13：35 ～ 13：45
東岡三沢社会福祉センター裏 13：55 ～ 14：05
木崎野地区コミュニティ集会施設前 14：15 ～ 14：25
まきば公園前（西側） 14：35 ～ 14：50
こがね公園前（南側） 15：00 ～ 15：20

５
月
20
日
㈰

上下水道庁舎駐車場   9：00 ～   9：10
松園町南公園前（北側）   9：20 ～   9：30
松園町栄公園前（北側）   9：40 ～   9：50
上久保小学校北側 10：00 ～ 10：10
新町消防屯所前 10：20 ～ 10：30
薬師町消防屯所前 10：40 ～ 10：50
千代田町地区コミュニティ集会施設前 11：05 ～ 11：15
前田塗装向い（栄町） 11：25 ～ 11：35
平畑公園前 13：15 ～ 13：25
平畑地区コミュニティ集会施設前 13：35 ～ 13：45
幸町地区コミュニティ集会施設前 13：55 ～ 14：05
保健相談センター前 14：15 ～ 14：25
市役所裏車庫前 14：35 ～ 14：45

注意事項
　①集合注射のお知らせのはがきが届いた方は、当日、
　　実施場所に必ずお持ちください。
　②首輪・鎖などを確実に装着してからお連れください。
　③実施場所での犬のふんは持ち帰ってください。

　市民活動団体が自主的・自発的に取り組み、実施できる「協働のまちづくり市民提案事業」

を募集します。提案された事業は内容を審査し、採択された事業に対して補助金を交付します。

　

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

市
民
提
案
事
業
」
募
集

あ
な
た
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す
!!

対象となる団体
　①市内で活動している市民公益活動団体

　　（ＮＰＯ法人、ボランティア団体、各種団体）

　②まちづくり活動を自主的・主体的に行うこと

　　を会則、規約などに定めている団体

　③構成員が５人以上の団体（※個人は対象外）

活動期間
　決定をした日から平成 25 年２月末日まで

対象となる事業
　▶市内で実施する事業

　▶自主的に企画・提案された事業

　　（福祉活動、防災・防犯など、地域を元気に

　　  するものならテーマは自由）

補助金の区分
　①活動スタート事業（全額補助、上限額 10 万円）

　　活動開始からおおむね３年未満の団体が取り

　　組む事業に対して補助するもの

　②市民提案型事業（８割補助、上限額 25 万円）

　　既に 3 年以上活動している団体が実施する　

　　事業に対して補助するもの

※補助金の交付は１団体１事業まで

※対象となる経費は活動実施に必要な経費のみ

　（講師料、消耗品費、印刷製本費など）

審査方法　書類審査およびプレゼンテーション

申込締切　６月４日（月）

申し込み・問い合わせ先
　広報広聴課　市民協働推進係（内線 215）

市政の動き
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長
い
冬
も
よ
う
や
く
終
り
、

や
っ
と
穏
や
か
な
季
節
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
文
章
を
書

い
て
い
る
現
在
は
、
ま
だ
桜
は

開
花
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
頃
に
は
満

開
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
う

な
り
ま
す
と
市
内
の
各
地
で

は
、
桜
の
木
の
下
で
友
人
同
士

や
職
場
の
仲
間
た
ち
と
の
お
花

見
を
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め

る
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

そ
の
お
花
見
も
一
昔
前
ま
で

は
重
箱
を
持
ち
寄
り
、
楽
し
ん

だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
気
が

付
け
ば
、
お
花
見
で
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
す
る
と
い
う
こ
と
が

皆
さ
ん
も
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ

の
ま
ち
の
「
お
花
見
＝
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は

他
の
ま
ち
で
は
あ
ま
り
馴
染
み

が
無
い
よ
う
で
す
。
米
軍
基
地

が
あ
る
特
殊
性
な
の
か
、
そ
れ

と
も
欧
米
化
が
特
に
進
ん
で
い

る
か
ら
な
の
か
、
い
ず
れ
に
し

て
も
楽
し
い
機
会
で
す
の
で
、

よ
ろ
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
も
始
ま
り
、
火
入
れ

な
ど
も
行
わ
れ
る
時
期
で
す

が
、
今
年
に
入
っ
て
既
に
数
件

の
建
物
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
の
多
く
は
、
油

断
や
消
し
忘
れ
な
ど
の
不
注
意

に
よ
る
も
の
が
多
い
そ
う
で
す

の
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で

火
を
扱
わ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
火
の
元
に
は
充
分
ご

注
意
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
放
置
と
暴
飲

暴
食
に
も
充
分
に
注
意
さ
れ
ま

し
て
、
楽
し
い
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

　　
　
　

三
沢
市
長　

種
市
一
正

み
さ
わ
の
お
花
見

資源物（紙類）回収団体に
　　　　　　　補助金を交付します

清掃センター（☎ 59-3331）

　地域活動を通して紙類の資源物を回収し、ごみの分類
やリサイクルの増進、ごみの減量化に取り組む子ども会
や町内会などの団体に対し、補助金を交付します。詳し
い内容についてはお問い合わせください。

　　　　　　　　　　補助金額　重量１kg につき５円
　　　　　　　　　　※集めた紙類を事業者に売却した
　　　　　　　　　　　場合

雇用の創出に取り組みます
産業政策課（内線 224）

　市内経済団体などで構成する「三沢市雇用創造推進協議会」を設立し、商業・観光を軸とした産業振興により、市
内全域の賑わいを創出することで雇用拡大を図ります。また、当市の特色である国際色や豊富な地場産品といった地
域資源を活用した地域事業者の事業拡大や商品開発の支援、起業・創業予定者への支援、更に求職者のスキルアップ
を支援するための事業を、平成 24･25 年度で実施します。

平成 24 年度事業の内容（５月～平成 25 年２月）
対　　　象 事　業　内　容

新たな創業や事業拡大を
目指す事業主など

国際色を活かした商店街づくり創出塾、販売戦略セミナー
新商品開発セミナー

事業主や経営責任者など
観光事業者経営支援セミナー
商品販売・営業力強化実践セミナー

市内での就職や転職を
考えている方

就職力アップセミナー、安全管理・衛生管理知識習得研修
品質管理知識習得研修、求職者ビジネス英会話習得講座
就職機会提供事業、IT 研修講座

市内での起業などを考えている方 イベントコーディネーター養成講座、創業人材育成セミナー

※全て受講料は無料です。詳しくはお問い合わせ下さい。
問い合わせ先　三沢市雇用創造推進協議会事務局〔産業政策課内〕（内線 536・537）

　ごみ集積場所の飛散を防ぎ、
良好な生活環境を確保するため
に町内会が設置する「ごみ集積
容器」と「ごみネット」にかか
る経費について助成金を交付し
ています。詳しい内容について
は、お問い合わせください。

助成金額
ごみ集積容器　設置に必要な経費の２分の１の額
　　　　　　　※１カ所あたり 15,000 円を上限に１町
　　　　　　　　内会につき年３カ所までとします。
ごみネット　　5,000 円
　　　　　　　※ごみネットの購入費が 10,000 円未満
　　　　　　　　の場合は助成対象となりません。また、
　　　　　　　　１町内会につき年１回までとします。

ごみ集積容器設置費用を助成します
清掃センター（☎ 59-3331）

軽度生活援助事業の利用対象者を拡大しました
　65 歳以上の高齢者のみの世帯で、介護度１以上の方が
在宅の世帯まで利用可能になりました。ご利用希望の方
は、ケアマネージャーまたは高齢福祉係にご相談くださ
い。

緊急通報装置に見守りシステムが加わりました
　機器設置・システム加入をご希望
の方は、三沢市社会福祉協議会また
は高齢福祉係にご相談下さい。

入浴・食事のサービスや各種相談をお受けします
　いきいきデイセンターでは、介護予防事業として入浴・
食事（昼食）その他各種相談などを実施しています。週
１回の利用で、昼食代 500 円が必要です。利用人数に若
干の余裕がありますので、利用希望者の見学・申し込み
をお待ちしています。

地域きずな・支えあい事業を始めます
　協働のまちづくりとして、市民（ご近所）の皆さんと
市（行政）、社会福祉協議会、町内会の力を合わせ、地域

（町内会）の高齢者や障害者などの生活支援、災害時支援
をするボランティアの育成とその支援による「安心して
暮らせるまちづくり」を目的とした「地域きずな・支え
あい事業」を始めます。
　今年度は６町内会で実施を予定していますので、社会
福祉協議会などの職員が訪問した際はご協力をお願いし
ます。

「一人暮らし高齢者実態調査」にご協力を
　市では、在宅介護支援センターに委託して「一人暮ら
し高齢者実態調査」を毎年行っています。調査員の訪問
時にはご協力をお願いします。また、各種サービスの相
談などにご利用ください。

高齢者福祉サービスが変わります
介護福祉課　高齢福祉係（☎ 51-8773）

中央商店街の一方通行解除について検討する協議会委員を募集します
産業政策課（内線 224）

　年３回程度の会議に参加して、一歩通行解除について検討していただきます。
対　　象　中央商店街の整備などに関して利害関係が発生する方を除く市内在
　　　　　住の方
募集人数　５人程度
応募方法　①氏名②年齢③住所④電話番号⑤応募理由を任意の用紙に明記して
　　　　　提出または市ホームページからＥメールで送信
募集締切　５月 23 日（水）
※報酬や旅費の支給はありません。また、応募多数の場合は抽選となります。
提出・問い合わせ先　産業政策課（内線 224・280）
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◀
工
房
に
も
訪
れ
る
阿あ

べ部
千ち

さ

と
紗
都
ち
ゃ
ん
（
左
）

　
は
「
と
ん
ぼ
玉
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
作
り
に
挑
戦

「科学工作屋台」に親子で挑戦！
科学館工作屋台広場 ４月 14 日・15 日
　科学技術への理解・関心を深めてもらうために全国で開催

される「科学技術週間」に合わせて、県立三沢航空科学館が

初めて企画したワークショップイベントが開催されました。

館内にある「科学実験工房」のワークショップメニューの中

から厳選して作られた 6 種類のチケット制の科学工作ブー

スに親子連れを中心とした来館者が挑戦！

　「光るプラ板」「光るプラ粘土」「アイロンビーズ」「とんぼ

玉ストラップ」など、光や熱、磁力の原理を使った工作の補

助には、実験工房スタッフに加え、いつもは館内の展示を案

内するアテンダントも参加。なかなか思うように作れない子

どもだけでなく、悪戦苦闘する大人にも優しく丁寧に作り方

を教えていました。

◀
初
め
て
の
書
道
。
自
分
の
作
品
に
照
れ
た
表

　
情
の
来
場
者

楽しもう！日本の伝統文化
ジャパンデー ４月７日
　昨年は東日本大震災の影響で秋に延期された日米友情の祭

典が、米軍三沢基地で開催されました。

　今回のテーマは「トモダチ作戦ありがとう」。震災で米軍

三沢基地と三沢国際クラブから救援物資を受けた釜石市国際

交流協会が通訳ボランティアとして参加するなど、恩返しの

ために集まったさまざまな団体と個人による応援と協力の下

に、多くの伝統的な日本芸能が披露されました。

　オープニングセレモニーで力強く書かれた「絆」の文字に

は、日米の来場者から多くの歓声や拍手が。その後、会場で

は着付けや書道、華道、茶道、水墨画、流鏑馬（やぶさめ）

などの伝統文化を体験する米軍三沢基地内の家族連れや子ど

もたちの姿がいたるところで見られました。

交通事故に気を付けて
新入学児童へ交通安全の呼びかけ ４月９日
　古間木小学校の入学式当日。春の日差しを受けて登校する

20 人の新入学児童とその保護者に、種市市長や吉田教育長

をはじめ三沢警察署長や交通安全協会、交通安全母の会のメ

ンバーから入学を祝福する言葉とともに、交通安全を呼びか

けるパンフレットや交通安全グッズが手渡されました。グッ

ズの中にはランドセルなどに貼る 2 種類の反射板や反射ス

トラップ、マスコットの他に、交通標識を説明するキャン

ディーなどもあり、子どもにもわかりやすく交通安全を呼び

かける工夫がされています。

　種市市長から「交通事故に合わないように気を付けてくだ

さい」との言葉をかけられた新入学児童は、大きくうなずき

ながらパンフレットなどを受け取っていました。

◀
種
市
市
長
か
ら
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
受
け
取

　
る
新
入
学
児
童
と
保
護
者

◀
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
よ
っ
て
チ
ャ
ー

　
タ
ー
機
に
迎
え
ら
れ
る
小
さ
な
旅
人

三沢・札幌線復活に空の旅をＰＲ
三沢空港・札幌丘珠空港間チャーター便 ４月１日
　三沢空港では平成 19 年 10 月から札幌便が運休となり北

海道との定期便が途絶えていることから、三沢・札幌線復活

に向けて航空機の利便性や快適性を体験してもらおうと三沢

空港振興会が札幌丘珠空港ビルや北海道エアシステムらの協

力を得てチャーター便を企画。2 年ぶり 4 回目のチャーター

便が三沢空港と札幌丘珠空港を結び、待ち望んでいた多くの

参加者が空の旅を楽しみました。

　この日、札幌発のチャーター便に乗った 30 人の参加者は、

降り立った三沢空港で温かい歓迎を受け東北３県をめぐり、

三沢から飛び立った 33 人の参加者は旭山動物園や札幌・小

樽観光へ。1 泊 2 日の日程でそれぞれの土地の魅力を満喫

しました。

◀
三
沢
郷
土
史
研
究
会
の
会
報
誌
は
図
書
館
な

　
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

震災の体験を後世に伝える
三沢郷土史研究会が会報誌を贈呈 ４月６日
　郷土の出来事や方言など古くからの知識や体験を残してい

こうと活動を続ける三沢郷土史研究会（会長新堂一郎氏）か

ら「郷土史三沢」第 8 号を刊行するにあたり、同会副会長

沼田石氏と小比類巻満氏、会計担当の馬場操氏が市長室を訪

れ、「郷土史三沢」を種市市長に贈呈しました。

　「郷土史三沢」は毎年 1 回発行されており、今年で 8 号

目。今回は昨年3月11日に起こった東日本大震災を特集し、

被災の状況写真や、震災体験記が記されています。東日本大

震災を体験した生き証人が元気なうちに、地域の人々から当

時の体験談を直接聞き取りしたという誌面には、郷土の記録

を後生に伝え続けていきたいという同研究会の想いと努力の

成果が現れていました。 

新たな桜の名所を目指して
100 本の桜苗木を植樹 ４月５日

▶５年後の満開の桜並木を目指し
　て苗木を植える参加者たち

できごと

つうしん
　春の訪れを感じる「道の駅みさわ斗南藩記念観光

村」に 100 本の桜の苗木が植樹されました。

　この苗木は、桜による地域の活動を支援する「日

本花の会」から三沢市観光協会が提供を受けたもの

で、早咲きの大漁桜（タイリョウザクラ）と八重桜

系の思川（オモイガワ）の２種類。植樹の仕方を指

導した浪岩造園担当者によると「この辺りは土壌も

よく 3 ～ 4 年で花が咲き、5 年も経つと立派な樹に

なる」とのこと。

　観光協会と三沢ライオンズクラブ、市担当課職員

の合計約 60 人が和気あいあいと作業し、スコップ

で掘られた穴に竹で添え木をされた桜の苗木を一本

ずつ丁寧に植えていました。

みんなで三沢をきれいにしよう
クリーン大作戦 ４月 15 日
　市内全域で各町内会による「クリーン大作戦」が行われ ,

朝早くから各町内会でたくさんの人たちが清掃用具やごみ袋

を手に集まりました。

　野球の早朝練習で集まった野球少年や三沢商業高校の女子

バスケット部員も駆けつけ、地域の人たちと協力して通学路

などを清掃。小さな子どもたちは、身の丈ほどあるごみ袋を

手に一生懸命ごみを拾い、みんなが使う公園では雑草をく

わや鎌でとったり、枯れ木を拾ったりと美化運動も行われま

した。交通量の多い道路ではタイヤから落ちた土ぼこりが多

いため「いつも清掃が大変」との声もあり、側溝のふたを外

して水で洗い流しながら泥をすくって丁寧に清掃する地域の

人々の姿が見られました。

◀
小
さ
な
子
ど
も
も
身
の
丈
は
あ
り
そ
う
な
ス

　
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
お
手
伝
い

◀早くも芽を出している苗木もあ
　り、春の訪れを感じさせる
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広 告広 告

９日（水）・23 日（水）
６月６日（水）

13 時～ 16 時

８日（火）
13 時～ 16 時

22 日（火）
13 時～ 16 時

14 日（月）
10 時～ 15 時

第２・４木
9 時 30 分～ 15 時

毎週月～金
８時 15 分～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 17 時

随時
電話相談可

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週火
10 時～ 15 時

毎週月～金   8 時 30 分～ 16 時 30 分
毎週土   8 時 30 分～ 11 時 30 分

※
５
月
２
日
～
12
日
の
間
、
不
要

　

に
な
っ
た
本
を
募
集
し
ま
す
。

館
長
＆
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
ト
ー
ク

テ
ー
マ　

桜
の
下
で
読
む
本

と　

き　

５
月
19
日
㈯
13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

玄
関
前
ア
プ
ロ
ー
チ

参
加
料　

無
料

図
書
館
シ
ネ
マ

　

Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｏ-

日
本
文
学
シ
ネ

マ-

「
黄
金
風
景
（
主
演　

向
井

理
ほ
か
）」
を
上
映
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
26
日
㈯
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

参
加
料　

無
料

▼
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

病
院
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

航
空
自
衛
隊
音
楽
隊
の
美
し
い
音
色

と　

き　

５
月
27
日
㈰
16
時
～

と
こ
ろ　

三
沢
病
院
１
階
ロ
ビ
ー

出　

演　

航
空
自
衛
隊

　
　
　
　
　
　

北
部
航
空
音
楽
隊

曲　

目　

川
の
流
れ
の
よ
う
に　

他

▼
問　

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会　

成
田

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
６
０
９
７
）

普
通
救
命
講
習
会

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

と　

き　

５
月
20
日
㈰
９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

　
　
　
　

８
人
以
下
の
場
合
は
中
止

内　

容　

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
や

　
　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
な
ど

受
講
料　

２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
問　

消
防
署
救
急
係

（
☎
54
ー
４
２
１
２
内
線
２
１
８
）

あ
お
ぞ
ら
太
極
拳

見
学
も
大
歓
迎
で
す
！

　

三
沢
市
太
極
拳
連
盟
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
清
々
し
い
青
空
の
下
で

太
極
拳
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

６
月
～
10
月
の

　
　
　
　
　
　

毎
月
第
１
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

７
時
～
7
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
園（
雨
天
中
止
）

参
加
料　

無
料

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

　

だ
さ
い
。

▼
問　

三
沢
市
公
園
緑
化
公
社

　
　
　
　
　
（
☎
51
ー
２
８
２
０
）

ピ
ラ
テ
ィ
ス
講
座

体
を
鍛
え
て
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

と　

き　

６
月
７
日
㈭
、
14
日
㈭

　
　
　
　

21
日
㈭
、
27
日
㈬
の

　
　
　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

武
道
場

対　

象　

高
校
生
以
上
の
女
性

定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

１
０
０
０
円

申
込
締
切　

６
月
４
日
㈪

※
当
日
は
運
動
で
き
る
服
装
で
ヨ

　

ガ
マ
ッ
ト
（
な
け
れ
ば
バ
ス
タ

　

オ
ル
）
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
１
２
１
８
）

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

と　

き　

５
月
12
日
、
６
月
９
日

　
　
　
　

７
月
７
日
、
８
月
４
日

　
　
　
　

９
月
29
日
、
10
月
13
日

　
　
　
　

の
土
曜
日
14
時
～

と
こ
ろ　

公
会
堂
３
階

受　

付　

各
開
催
日
13
時
30
分
～

開
講
式
お
よ
び
記
念
講
演

と　

き　

５
月
12
日
㈯
14
時
～

と
こ
ろ　

公
会
堂
３
階

　
　
　
　

第
８
・
９
・
10
集
会
室

演　

題　
「
視
点
を
変
え
て

　
　
　
　
　
　

人
生
を
面
白
く
」

講　

師　

Ａ
Ｔ
Ｖ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　
　
　
　
　

川
口　

浩
一　

氏

▼
申
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

三
沢
市
民
合
唱
祭
へ
の
お
誘
い

「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」
を
歌
お
う

　

今
秋
予
定
の
「
三
沢
市
民
合
唱

祭
」
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
合
同

合
唱
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
14
日
㈪
10
時
～
12
時

　
　
　
　

５
月
23
日
㈬
19
時
～
21
時

と
こ
ろ　

中
央
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

曲　

目　
「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」

参
加
料　

無
料

※
６
月
以
降
の
練
習
日
は
後
日
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
問　

セ
フ
ィ
ロ
／
そ
よ
風

　
　
　
　
　
（
☎
54
ー
３
２
６
８
）

エ
ク
サ
サ
イ
ズ　

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｅ
！

会
員
を
募
集
し
ま
す

と　

き　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家

会　

費　

月
１
５
０
０
円

※
見
学
・
体
験
は
無
料
。
子
ど
も

　

連
れ
で
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

▼
申
問　

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｅ
！　

鈴
木

（
☎
０
８
０
ー
５
６
１
５
ー
３
８
５
０
）

三
沢
太
極
拳
愛
好
会

会
員
を
募
集
し
ま
す

　

ス
ト
レ
ッ
チ
と
太
極
拳
を
楽
し

も
う
！
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

と　

き　

毎
週
日
曜
日
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

武
道
館
剣
道
場

指
導
者　

中
濱　

進　

氏

会　

費　

月
５
０
０
円

▼
申
問　

三
沢
太
極
拳
愛
好
会

会
長　

佐
藤
（
☎
57
ー
０
１
６
５
）

硬
式
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
Ｍ
Ｔ
Ｃ

サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
募
集

　

20
～
30
代
で
テ
ニ
ス
を
楽
し
み

た
い
方
を
募
集
中
で
す
。
未
経
験

者
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い

方
も
歓
迎
し
ま
す
。

と　

き　

毎
週
㈪
㈬
㈯
の

　
　
　
　
　
　
　
　

19
時
～
21
時

と
こ
ろ　

南
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

会　

費　

月
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
～
11
月
）

※
体
験
参
加
は
無
料
で
す
。

▼
申
問　

Ｍ
Ｔ
Ｃ　

北
野

（
☎
０
９
０
ー
７
２
１
５
ー
３
２
５
６
）

農
業
機
械
利
用
技
能
者
育
成
研
修

研
修
生
を
募
集
し
ま
す

　

大
型
特
殊
免
許
・
け
ん
引
免
許

（
農
耕
限
定
）
取
得
の
た
め
の
研

修
生
を
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
30
日
㈪
～

と
こ
ろ　

県
営
農
大
学
校（
七
戸
町
）

対　

象　

18
歳
以
上
で
普
通
免
許

　
　
　
　
（
け
ん
引
の
場
合
は
大

　
　
　
　

型
特
殊
免
許
）
を
取
得

　
　
　
　

し
て
い
る
農
業
者

申
込
締
切　

６
月
11
日
㈪

▼
申
問　

農
政
課
農
政
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
６
９
）

三
沢
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

身
体
障
害
者
の
自
立
更
生
と
会

員
の
福
祉
増
進
の
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
研
修
、
花
壇
清
掃
活
動

な
ど
を
実
施
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
申
問　

三
沢
市
身
体
障
害
者
福

祉
会　

松
宮
（
☎
57
ー
１
７
２
６
）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
同
好
会

無
料
体
験
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

初
心
者
向
け
の
ソ
フ
ト
ヨ
ガ
を

取
り
入
れ
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
効
果
大
！

と　

き　

毎
週
㈫
10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家

持
ち
物　

運
動
靴
、
水
、
バ
ス
タ

　
　
　
　

オ
ル
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

▼
申
問　

内
田

（
☎
０
９
０
ー
１
４
８
３
ー
２
４
７
１
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

地
域
に
根
差
し
た
思
い
や
り

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
法

律
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
三
沢
市
で
は
87

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
支
援
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
秘
密

を
守
り
ま
す
の
で
、
生
活
、
介
護
、

子
育
て
、
福
祉
活
動
な
ど
の
悩
み

に
つ
い
て
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問　

生
活
福
祉
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
（
☎
51
ー
８
７
７
０
）

市
・
県
民
税
納
税
通
知
書

６
月
８
日
発
送
予
定
で
す

　

平
成
24
年
度
の
市
民
税
・
県
民

税
の
納
税
通
知
書
は
６
月
８
日
㈮

に
発
送
予
定
で
す
。

▼
問　

税
務
課　

住
民
税
係

　
　
　
（
内
線
１
６
１
・
１
６
２
）

固
定
資
産
帳
簿
等
の
縦
覧

資
産
の
価
格
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
税
の

対
象
と
な
る
資
産
（
土
地
・
家
屋
）

の
価
格
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

期　

間　

５
月
31
日
㈭
ま
で

　
　
　
　

８
時
15
分
～
18
時
30
分

と
こ
ろ　

税
務
課
７
番
窓
口

▼
問　

税
務
課　

資
産
税
係

　
　
　
（
内
線
１
６
６
・
１
６
７
）

航
空
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

春
の
星
空
観
察
会

　

天
体
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
を
使
っ

て
春
の
星
座
や
月
、
土
星
を
観
察

し
て
み
よ
う
！
（
要
事
前
申
込
）

と　

き　

５
月
26
日
㈯

と
こ
ろ　

特
別
展
示
室
前
・

　
　
　
　
　
　
　
　

大
空
ひ
ろ
ば

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込
期
間　
５
月
15
日
㈫
～
25
日
㈮

※
天
候
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

▼
申
問　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館

　
　
　
　
　
（
☎
50
ー
７
７
７
７
）

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

皆
さ
ん
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
！

と　

き　

５
月
27
日
㈰
15
時
～

と
こ
ろ　

公
会
堂
メ
イ
ン
ロ
ビ
ー

出　

演　

ピ
ア
チ
ェ
ー
レ

曲　

目　

み
か
ん
の
花
咲
く
丘
、

　
　
　
　

夏
は
来
ぬ
、
茶
摘　

他

参
加
料　

無
料

▼
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

春
の
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

　

皆
さ
ま
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
本
を
お
譲
り
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

玄
関
前
ア
プ
ロ
ー
チ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●法律相談（法テラス青森主催）
問 法テラス青森（☎ 050-3383-5552）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名・受付条件あり

●法律相談（社会福祉協議会主催）
問 場 社会福祉協議会（☎ 52-3270）
※要電話予約・先着６名

●法律相談（市主催）
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名

●人権・行政相談
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室

●人権・困り事相談
問 人権・困り事相談所（☎ 52-7083）
場 市民活動ネットワークセンターみさわ（旧ふれあいの館）

●教育相談
問 場 国際交流教育センター内教育相談室（☎ 53-6060）

●家庭児童・婦人相談
問 場 家庭福祉課（内 381）

●育児・子育て支援相談
問 場 三沢地域子育て支援センター

（☎ 53-1176）

●育児・子育て支援相談
問 場 みさわファミリーサポートセンター（☎ 50-1518）

●消費者生活相談
問 県消費生活センター八戸相談室（☎ 0178-27-3381）

●警察安全相談
問 三沢警察署総務課（☎ 53-3145　内 217）

●犯罪被害者支援相談
問 青森県地方検察庁被害者ホットライン

（☎ 017-722-1234）

●がん・緩和ケア・医療相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

●介護・福祉相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）
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講
座 

教
室

講
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教
室

講
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教
室
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催 

し

催 

し

催 

し

募 

集

募 

集

募 

集

問い合わせ先　　申し込み先　　開催場所問 場申



広 告広 告 広 告広 告

　特定外来魚ブラックバスの脅威か
ら在来魚を守り生態系を保全するた
めに、釣りによる駆除作戦を行いま
す。（ブラックバス試食体験も予定）
日 　 時　５月 27 日（日）
　　　　7:00 ～ 10:30（自由参加）
場 所　市民の森　小田内沼
※当日は釣り道具、長靴をご準備く
　ださい。（餌は提供）
※ブラックバス試食は 8:00 ～無く
　なり次第終了
★問い合わせ先　
　ＮＰＯ法人マン・パワー
　（☎ 57-2322）

EVENT
ブラックバス駆除大作戦

講　座・講　師 開　設　日　時 講師から一言 費用・定員

ハングル講座
全  昇大（ジョン  スンデ）講師  

  毎週火曜日 10:00 ～ 12:00
  5/22,29,6/5,12,19,26,7/3,10　計８回

韓国の文化などを紹介しながら、基本表
現・読み書きの練習を行います。

  資料代 2,400 円
  定員 20 人

中国語講座（初級）　　　
　　　　　　　　　　原  麗紗  講師

  毎週木曜日 18:00 ～ 19:00
  5/24,31,6/7,14,21,28,7/5,12　計８回

歌などを織り交ぜ、わかりやすく楽しく
学びます。授業は日本語です。

  資料代 1,200 円
  定員 20 人

中国語講座（中級）　　　
　　　　　　　　　　原  麗紗  講師

  毎週木曜日 19:00 ～ 20:00
  5/24,31,6/7,14,21,28,7/5,12　計８回

もう一歩進んだコミュニケーションを望
んでいる人が対象です。

  資料代 1,200 円
  定員 20 人

申込方法　電話、ＦＡＸまたはＥメールで希望する講座名、住所、氏名（ふりがな含む）、電話番号をご連絡ください。
申込期間　５月２日（水）～ 16 日（水）
　　　　　　　　　　※申し込みは原則、１人１講座までとさせていただきます。
　　　　　　　　　　※講師の都合などにより、上記の日程や講師が変更になる場合があります。
　　　　　　　　　　★申し込み・問い合わせ先　みさわ国際交流協会〔国際交流教育センター内〕（☎ 51-1349）　FAX  51-1211
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅメール kokusai@city.misawa.lg.jp

LECTURE
語学講座のご案内

募集種目 応募資格 試験期日 試験場所
（予定）

海上自衛隊
技術海上幹部

34 歳未満、大学卒業以上で２年以上の関連した業
務経験のある方

（平成 24 年４月１日現在）
７月２日

（月）

横須賀
基地

航空自衛隊
技術航空幹部

34 歳未満、理学部または工学部において気象学、
地球物理学、応用気象学を専攻した大学卒業以上
で２年以上の関連した業務経験のある方

（平成 24 年４月１日現在）

目黒
基地

海上自衛隊
技術海曹

20 歳以上で各種国家免許資格（２級総合無線通信
士、陸上無線技術士、看護師など）を保有する方

（平成 24 年４月１日現在） ６月 29 日
（金）

八戸
基地

航空自衛隊
技術空曹

21 歳以上で臨床検査技師の国家免許資格を保有す
る方（平成 24 年４月１日現在）

府中
基地

受付期限　５月 18 日（金）
※詳細についてはお問い合わせください。
★問い合わせ先　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所（☎ 53-1346）

RECRUIT
自衛官を募集します

　市民の森で布ぞうりを手作りしてみませんか？
日 　 時　５月 28 日（月）9:00 ～ 15:00
場 所　市民の森老人福祉センター　大広間
定 員　15 人（先着順）
受 講 料　1,000 円（材料費含む）
※当日は、裁縫セットをご準備ください。

LECTURE　チャレンジ市民一人一芸一スポーツ
市民の森 「布ぞうり」 講習会！

　クラフトテープで持ち手のついた「かご」を作ります。
日 　 時　６月８日（金）、15 日（金）9:00 ～ 12:00
場 所　市民の森老人福祉センター　大広間
定 員　各 20 人（先着順・男女問わず）
受 講 料　1,000 円（材料費含む）
※当日は、はさみ、ものさし、目打ち、ボンド、洗濯ばさ
　み 20 個をご準備ください。

★申し込み・問い合わせ先　市民の森老人福祉センター
　　　　　　　　　　　　　（☎ 59-3388）

エコクラフトで 「かご」 作り講座！

　サックス奏者の彦坂眞一郎氏を招いての感動のステージ！
日 時　５月 26 日（土）18:30 ～（開場 18:00）
場 所　公会堂　大ホール
曲 目　第１部▶ 2012 年吹奏楽コンクール課題曲より
　　　　　　　▶吹奏楽のための神話
　　　　　　　▶五つの沖縄民謡による組曲
　　　　第２部　彦坂眞一郎氏を招いて▶ He calls...!
　　　　第３部　ポップスステージ
入 場 料　無料（整理券も不要）

★問い合わせ先　クレールウインドオーケストラ定期演奏会
　　　　　　　　実行委員会事務局　野々宮（☎ 53-2880）

CONCERT
クレールウインドオーケストラ第１５回記念定期演奏会

　三沢市出身のクラリネット／ベース奏者・小向忍がメ
ンバーを務めるバンド「Everly（エバリー）」によるポッ
プス＆クラシックコンサートです。

日 時　５月 19 日（土）18:30 ～（開場 18:00）
場 所　公会堂　大ホール
入 場 料　一般　　　　1,350 円
　　　　高校生以下　   500 円
　　　　※小学生以下は無料

★問い合わせ先　
　公会堂（☎ 53-8711）

CONCERT
ポップス＆クラシックバンド Everly（エバリー）コンサート

　海岸防災林は、潮害や飛砂、風害などを防ぐ災害防止機
能を持ち、農地や居住地を災害から守り、地域の生活環境
を保全する重要な役割を果たしてきました。
　三沢市の海岸防災林も、昨年３月に起こった東日本大震
災による６ｍ前後の津波で流された船などによってなぎ倒
されはしたものの、林内で捕捉することで背後の住宅地へ
の侵入を防ぎ、被害を軽減しました。
　青森県では、東日本大震災で被災した海岸防災林の早期
復旧を図るため、平成 24 年度には防潮護岸や人工砂丘など
を、平成 26 年度までにクロマツを植栽して防災林を復旧す
る予定です。

★問い合わせ先　青森県林政課（☎ 017-734-9524）
　http://www.pref.aomori.lg.jp/agri/bousairin.html

INFORMATION
津波被害を軽減する海岸防災林を復旧しています
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日　時　５月 27 日（日）13:30 ～ 16:30
場　所　八戸市公民館
内　容　13:00 ～ 15:00
　　　　　▶講演①「知っておきたい緑内障あれこれ」
　　　　　　講師　馬場町眼科院長　高橋美奈子氏
　　　　　▶講演②「加齢でおこる眼底出血のいろいろ」
　　　　　　講師　弘前大学眼科教授　中澤満氏
　　　　15:00 ～ 16:30
　　　　　▶目の健康相談
受講料　無料

★問い合わせ先　松橋眼科クリニック（☎ 0178-73-3315）

LECTURE
目の健康講座

　市立三沢病院などの総合病院や大規模病院では、入院や
精密検査、専門的な治療も行うため、待ち時間が長くなっ
てしまう場合があります。
　日常的な診療や健康管理を行ってくれる身近な診療所や
クリニックなどの「かかりつけ医」を持つことは…

①比較的短い待ち時間で診察してもらえる
②持病や日常の健康管理にもアドバイスしてもらえる
③日常の健康状態を把握しているので、もしもの時は症状
　に応じて適切な高度医療機関を紹介してもらえる
④非紹介患者初診料 2,100 円が不要

などのメリットがあります。
　あなた自身の健康のために

「かかりつけ医」を持ちましょう。

★問い合わせ先　
　市立三沢病院　医療情報システム課（☎ 53-2161）

MEDICAL INFORMATION
かかりつけ医を持ちましょう

メタボリックシンドロームって何？
肥満＋高血圧・脂質代謝異常・高血糖
　原因は食べ過ぎ、運動不足、飲酒、喫煙など

の生活習慣です。内臓に脂肪が過剰に溜まって

お腹周りが大きくなり、この内臓脂肪から分泌

される物質に異常が生じたり、血糖に関係する

インスリンが上手く作用しないことで、高血圧

や脂肪代謝異常、高血糖が起こる病気です。

メタボリックシンドロームになるとどうなるの

　動脈硬化が進み、心臓病や脳血管疾患が起こ

りやすくなります。危険因子を３～４持つ人は、

全く持たない人に比べて、心疾患が約 36 倍起

こりやすいという研究結果もあります。

メタボリックシンドロームを予防するためには
　生活習慣を変え、内臓脂肪を減らすことでメ

タボリックシンドロームにつながる危険な要素

が改善されます。

　保健相談センターでは、特定健診の結果で生

活改善が必要な人を対象に、「脱メタボ教室」

を実施していますので、ご利用ください。また、

マックテレビでは「テレビでメタボ予防０円ジ

ム」を放送中です。ぜひ、ご覧ください。

メタボリックシンドローム
内 臓 脂 肪 症 候 群 を 予 防 し よ う！

▼
詳
し
く
は
、
八
戸
年
金
事
務
所

『
０
１
７
８
―
43
―
７
３
６
８
』
へ
。

▼
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

　

学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
本
人

の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。（
本
人

の
所
得
に
関
す
る
審
査
に
よ
り
承

認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
期

間
は
、
原
則
、
申
請
さ
れ
た
年
度

（
４
月
か
ら
３
月
ま
で
）
に
限
定

さ
れ
る
た
め
、
毎
年
の
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
原
則
、
必
要

と
さ
れ
る
25
年
以
上
の
保
険
料
納

付
期
間
等
（
障
害
基
礎
年
金
も
一

定
の
期
間
が
必
要
）
に
含
ま
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
年
金
額
の
計
算
対

象
と
な
る
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
の
で
、
将
来
の
年
金
額
を
考

慮
す
る
と
、
就
職
な
ど
さ
れ
た
後

に
、
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

を
納
付
（
追
納
）
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

Ａ

　不活化ポリオワクチンの導入まで、ポリオワクチンの接
種を待つことはお勧めできません。
　ポリオワクチンを接種しない人が増えると、国内でポリ
オの流行が起きてしまう恐れがありますので、接種しましょ
う。

期　間　５月 15 日（火）～ 18 日（金）
　　　　９月４日（火）～７日（金）
場　所　保健相談センター
対　象　生後３カ月～ 90 カ月未満の乳幼児
※対象者には４月中旬までに予診票を送っていますが、転
　入などで届いていない方はご連絡ください。

★問い合わせ先
　健康推進課（☎ 57-0707）

MEDICAL INFORMATION
ポリオ予防接種を忘れずに受けましょう

　市立三沢病院へ新たに１人の医師と 2 人の研修医が赴任
しましたので、ご紹介します。

★問い合わせ先　市立三沢病院　管理課（☎ 53-2161）

MEDICAL INFORMATION
市立三沢病院の新たな医師を紹介します

月 保健の だ よ り５

内容・対象 月　日 時　間 場　所

母

子

妊婦歯科健診 5 月   8 日（火）受付 13:15 ～ 13:30

保健相談

センター

＊母子手帳を持参してください。

両親学級２課（講話・沐浴実習など）5 月 30 日（水）
        13:30 ～ 15:00

（受付 13:15 ～ 13:30）

＊予約制です。母子手帳を持参のうえ、動きやすい服装でお越しください。

４カ月児健康診査 5 月   8 日（火）受付 12:45 ～ 13:15
＊希望の保護者は歯科健診を受けることができます。
＊ブックスタート事業（絵本の読み聞かせやプレゼント）があります。

６～７カ月児健康相談 5 月   8 日（火）受付   9:30 ～ 10:00

９～ 10 カ月児健康相談 5 月   9 日（水）受付   9:30 ～ 10:00

１歳６カ月児健康診査
（平成 22 年９月生まれの幼児） 5 月 24 日（木）受付 12:45 ～ 13:15

２歳児歯科健康診査
（平成 21 年 12 月生まれの幼児）5 月   9 日（水）受付 12:45 ～ 13:15

３歳児健康診査
（平成 20 年 10 月生まれの幼児）5 月 23 日（水）受付 12:30 ～ 13:00

▼乳幼児健診では、母子健康手帳・バスタオルなどを持参してください。
　１歳６カ月児・２歳児・３歳児健康診査では診査票などを忘れずに。
　体調不良や感染症などのときは受診をご遠慮ください。

成

人

老

人

栄養相談 随時受付（予約制）
一般健康相談 月～金曜日随時           8:30 ～ 16:30

こころのケア相談　　電話相談 5 月 10 日（木）
        10:00 ～ 12:00

        13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　面接相談 5 月 24 日（木）          9:00 ～ 16:00

＊面接は３日前までに要予約　☎ 57-0029（専用電話）

女性健康相談 5 月 15 日（火）受付 10:00 ～ 10:30
上十三保健所

（十和田市）精神保健福祉相談 5 月 16 日（水）受付 13:00 ～ 14:00
＊問合せ：上十三保健所　☎ 23-4261

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

休  日  救  急  診  療

  ５月　３日 得居泌尿器科医院 ５０－１３３３

  ５月　４日 ひぐちクリニック ５０－１４４１

  ５月　５日 すずき小児科内科クリニック ５２－６５５５

  ５月　６日 さいとう耳鼻咽喉科クリニック ５０－１４０６

  ５月 13 日 平山泰照皮ふ科医院 ５３－１２５５

  ５月 20 日 中山内科医院 ５２－７７５２

  ５月 27 日 まつぞのクリニック ５２－５０５０

  ６月　３日 三沢中央病院 ５７－１１１１

  ６月 10 日 柿崎外科医院 ５７－１１５１

※ 17 時以降の夜間救急診療は当番制ではありません。

日　　　時 場　　所

  5 月  5 日（土）10:00 ～ 16:00 ビ ー ド ル プ ラ ザ
（ 北 側 駐 車 場 ）

  5 月 26 日（土）10:00 ～ 16:00 ホ ー マ ッ ク 三 沢 店

  5 月 30 日（水）10:00 ～ 15:30 航空自衛隊三沢基地

　病気やケガなどで輸血を必要としている方の生命を救うため、献血のお願い
をしています。　　　　　　　　  問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

ウォーキング
　体内に酸素を取り入れる有酸素運動は、

体脂肪を減らし、持久力を付ける効果があ

るので肥満解消に最適です。まずは今より

1000 歩（約 10 分）多く歩くことから始

めましょう。

筋力をアップ
　基礎代謝が高まり、太りにくい体質になり

ます。自宅でできる腹筋や腕立て伏せ、ダン

ベルトレーニングなどもお勧めです。

日常生活の中でこまめに動く
　階段の上り下りや掃除、子どもと一緒に遊

ぶだけでも消費カロリー量は増えます。

意識して身体を動かしましょう！
メタボ対策には 「運動」 です

初期研修医

研修医

永
な が さ わ

澤 桂
かつら

 医師

（弘前大学附属病院から）

研修医

斎
さ い と う

藤 絢
け ん す け

介 医師

（弘前大学附属病院から）

医　長

間
ま せ

瀬 健
け ん じ

次 医師

（横須賀米軍海軍病院から）

外　科

心
疾
患
の
発
生
危
険
度

40

20

0
0 1 2

約 36 倍

3 ～ 4

危険因子（肥満、高血圧、脂質異常、糖尿病）の数
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　平畑地区にある 4 つの町内会は連

携して平成 23 年 11 月に自主防災

組織を結成。地域の防災意識を高め

るべく４月 15 日に平畑地区コミュ

ニティ集会施設で開催された防火・

防災教室には 34 人が参加。市消防

署中央分署職員の指導の下で各種訓

練や防災に関する講話などを受け

た。

　最初に行った消火訓練では、参加

者が水の入った訓練用の消火器を

使って消火活動を体験。家に常備し

ていても実際に消火器を使った経験

が無い人が多く、勢いにとまどいな

がらも火元への当て方など実用的な

使い方の指導を受けた。

　次に室内へと場所を変えて行った

119 番通報訓練では、消防隊員が示

す火事や高齢者のけがなど想定の緊

急状況が描かれたイラストを見なが

ら、仮の電話で状況の通報を体験。

以外にも落ち着いてはっきりと細か

な状況まで伝える体験者には、指導

する消防隊員も感心した。

　その他にも消防隊員によって応急

手当や毛布だけを使った簡易担架の

作り方、少人数でもできる要救助者

の搬送方法など、地域の人々にとっ

て実用的な知識や技術が伝えられ、

自主防災組織の役割や重要性、震災

時の対応の講話に真剣に聞き入る参

加者は「なるほど」といったように

何度もうなずいていた。

住宅用火災警報器で火災から身を守る！

ワンポイント消防

住宅用火災警報器を設置されていないご家庭は早急に設置しましょう。
問い合わせ先　消防本部予防課（☎ 54-4279）

　住宅用火災警報器の設置は、法令で義務付けられて
いるだけでなく、実際に火災を未然に防いだ事例が
三沢市内でも何件もあるほど有効な火災予防の手段で
す。しかしながら、平成 24 年３月末現在の市内住宅
における設置率は 71.97％であり、まだ約３割の住宅
が未設置となっています。
　市消防本部では、年間を通して職員が未設置の住宅
に伺い、住宅用火災警報器の重要性をご説明しながら
設置のお願いをしていますので、どうかご協力をお願
いします。

訓練する
平畑地区自主防災組織で防火・防災訓練

　４月 12 日、朝日地区コミュニティ集

会施設に集まった根井・朝日少年消防ク

ラブと根井婦人防火クラブのメンバー計

27 人が、消防本部予防課職員による指

導のもと、広報車と徒歩で朝日地区を巡

回し、拍子木を鳴らしながら「火の用心、

マッチ一本火事の元。大人はたばこに気

を付けて。子どもは火遊び、やめましょ

う」と約 1 時間かけて大きな声で呼びか

けた。子どもたちの元気な声に地域の人

たちは、ほほ笑みながら「ごくろうさま」。

火災が発生しやすいこの季節に「防火」

の呼びかけが地域に広く伝わった。

ボクらの地域は
　　ボクらが守る

春の火災予防運動

伝える
各幼少年婦人防火クラブが地域で防火広報

　地域の人たちにより私たちの声が届き、
声をかけられることも増えました。地域
の人たちが協力してくれるので助けられ
ています。活動をとおして皆さんと仲良
くなれることと、地域の人から声をかけ
てもらったり喜んでもらえることに、やっ
ててよかったなと感じます。

阿
あ べ

部  靖
や す こ

子さん
根井婦人防火クラブ
委員長

INTERVIEW

　普段から訓練を重ねては
いるものの、体の不自由な
方や高齢の入居者を避難さ
せるためには職員だけでは
心配です。今後は地域で連
携できるよう、近隣にお住
いの方からもご協力をいた
だきながら話し合いや訓練
を頻繁に重ねていきたいと
思います。

駒
こ ま い

井  朋
と も こ

子さん

社会福祉法人　楽晴会
松原コラボケアセンター・松原ぬくもりの家

所長

INTERVIEW 　4 月 11 日、田村消防長が

松原コラボケアセンターを訪

れ、消防用設備の設置・管理

状況や避難経路の管理状況な

どを視察。同施設では、１～

２カ月に 1 度の割合で避難訓

練を実施しており、119 番通

報専用電話機を使った通報訓

練にも日頃の訓練の成果が表

れていた。査察を終えた田村

消防長から「訓練の成果も表

れ適切な対応ができている。

今後もさらに火災のない明る

い施設作りを目指してくださ

い」と講評があり、さらに実

用的な避難方法や防火対策な

どについて説明された。

備える
消防長特別査察／松原コラボケアセンター

火災の原因（H23）

たばこ ２件
放火の疑い ２件
ストーブ １件
火遊び １件
電気配線 １件
その他 ６件
不明 １件

計 14 件

25 件
火災の発生件数

20

15

10
19 H23 年20 21 22

　訓練を重ねることで自信がつき、災
害時も慌てなくなる。「どうせ訓練だ
から」という考えは持たず、何事も訓
練が大事と思ってほしい。『私は高齢
だから参加しない』なんてことは言わ
ずに、若い人の参加も募りながら、一
つでも多くの訓練に参加してほしい。

梅
う め つ

津  善
ぜんきち

吉さん
平畑一丁目
　町内会長 INTERVIEW

　自主防災組織とは、自発

的に自分たちが住む地域や

隣人を守り合うために、そ

の地域に住む人々が結成

し、防災活動を行う組織で

す。三沢市には平成 24 年

３月末現在、婦人防火クラ

ブも含めて 25 団体が組織

されていますが、その設置

率は 34.1％と決して高く

ありません。

　震災など災害時において

消防や自衛隊など公的機関

の数倍もの人々を救助した

自主防災組織の設置をぜひ

ご検討ください。

★問い合わせ先

　　　　　消防本部予防課

　　　　　（☎ 54-4279）

自主防災組織

◀消防隊員の講話に聞き入る参加者

119 番通報訓練
消火訓練

田村消防長から講評を受ける施設職員

火災の多い春、防災意識をより一層高めるため、

４月９日から 15 日までの７日間、市内各地でさまざまな防災活動が行われた。
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Pick Up　春の火災予防運動
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Pick Up　春の火災予防運動



人 口 と 世 帯 数

■人口 41,892 人（－ 331 人）・男 20,617 人（－ 188 人）・女 21,275 人（－ 143 人）　■世帯数 18,538 世帯（ー 33）

－３月末現在－　※（　）内は前月との増減比較

広報みさわ５月号は 14,000 部発行し、1 部あたりの印刷製本費は 52 円です。
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4
月
9
日
、
三
沢
市
消
防
本
部

に
お
い
て
、
建
物
火
災
へ
の
初
期

消
火
活
動
に
よ
り
火
災
が
広
が
る

の
を
防
い
だ
沖
澤
茂
さ
ん（
45
歳
）

と
そ
の
家
族
が
消
防
協
力
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

　

沖
澤
さ
ん
は
昨
年
12
月
30
日
の

18
時
30
分
頃
に
美
野
原
一
丁
目
の

自
宅
へ
と
帰
り
、
自
家
用
車
を
車

庫
に
入
れ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

夜
で
暗
い
は
ず
の
隣
家
が
妙
に
明

る
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
不
審
に

感
じ
て
火
災
を
発
見
。
家
族
で
一

致
団
結
し
、
消
火
活
動
の
基
本
で

あ
る
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
っ
て
火

を
消
し
た
。
そ
の
後
も
、
ま
だ
火

種
が
残
っ
て
い
れ
ば
大
変
と
心
配

に
な
り
、
消
防
本
部
へ
１
１
９
番

通
報
し
た
と
の
こ
と
。
駆
け
つ
け

た
消
防
隊
員
は
「
あ
と
少
し
初
期

消
火
が
遅
れ
て
い
た
ら
、
手
が
つ

け
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
火
事
に
な
っ

て
い
た
」
と
迅
速
な
判
断
と
行
動

を
評
価
し
た
。

　
「
火
事
を
発
見
し
た
ポ
イ
ン
ト

は
火
に
よ
っ
て
明
る
く
照
ら
さ
れ

て
い
た
暗
闇
。現
場
は
焦
げ
臭
く
、

煙
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
」
と
話

す
沖
澤
さ
ん
と
そ
の
家
族
は
、
隣

家
で
あ
る
自
宅
に
も
火
は
燃
え

移
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
状
況
で
、

冷
静
な
判
断
と
勇
気
を
持
っ
て
地

域
の
人
命
や
財
産
を
守
っ
た
。

火が大きくなる前に消火できてよかった
家族のバケツリレーで火災を防いだ消防協力功労者に表彰状を授与

　「もう少し消火が遅かったらと
思うとゾッとする。火災の発見と、
初期消火のタイミングがよかっ
た。今回やったことは当然のこと
です。火が大きくなる前に消火す
ることができて本当によかった」
と話す沖澤茂

しげる

さん（左）に消防長
から表彰状が手渡される。
　隣りは妻・智

ち え

恵さんと娘・咲
さ き

妃
さん（堀口中３年）
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